
令和８年度 全国学力・学習状況調査 結果・分析 

 

各教科平均正答率（％） 

 国語 算数 

黒須田小学校 66 65 

神奈川県 61 58 

全国 60.9 56.4 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 調査した国語科と算数科いずれの教科においても、本校の平均正答率が全国・神奈川県それぞれの平均を上回

っています。特に、「思考・判断・表現」の観点において、高い正答率を上げており、学んだ基礎・基本的な知識

を用いて、思考して活用する力が伸びているといえます。教科別にみると、国語科において「自身の経験と結び

付けて記述する問題」、算数科において「複合的な条件の読み取りや活用を求める問題」において特に高い正答率

が見られました。これは、探究を意識した授業展開や自己調整を主体とした家庭学習が良い影響をもたらしてい

ると考えられます。今後も、培った思考力を他者との関わりや主体的・協働的な学びに広げ、自己有用感や達成

感につながる教育活動を展開できるよう、指導していきたいと考えます。 

また、「ICT を活用した学習状況」も平均より高い達成率となりました。本校では、GIGA 端末を文房具の一つ

として選択・活用できる環境を整えており、プリントと併用したデジタルスキルの定着もこの結果の一助につな

がっていると思われます。 

自己有用感や、心理的安全性に関してグラフを見ると、神奈川県の平均にとどまっていますが、個別の回答で

は、「自分には良いところがある」「人の役に立つ人間になりたい」と考えている児童が平均を上回っています。

今後は、子どもたちに委ねる場面を多く設定し、成功体験を増やすことで、より児童の自己有用感を高めること

ができるよう、支援していきたいと思います。 

その一方、スクリーンタイム（スマホ・TV・ゲーム等）については、ほかの質問項目と比較して低い結果とな

りました。ICT（タブレット等）の活用スキルが高まる一方で、本で調べたり、実体験したりすることの価値に

ついても児童と再確認し、適切なバランスで指導していきたいと考えます。今後とも本校の教育活動へのご理解

とご協力をお願いします。 


